
　　　　　　４　感服諾諾塵

………………風⊇自

縛
吉日

　ふ　　　　　言　　　岫謁詔昌詣四誤診皿胆自

……
…l

l
]ニ便胆jS寵?万

言付万言　上　ｓ　９順司詣願言

]偏　　

□L□
裏

白,一

犬
殺六大]………jj゛･、、､こ.､=,､,･|願ﾖ|呂

白白ヽ　　lﾑ　
か

コ

まシ

ード千千]几応仁……j　し言言
　里　　修　‾

　j1ゝゝ　　　三三　□lz‾　才　゛l

b　　

，

　住　………呂一白白白ｌ回

目６　回踏臼

応

呂

万回墨　　肖2　　　　§開図

示道　　(281)………｡jil自自肖自H

。　　　　　　　　　　　　一一ｺ､ぺ願頭頂圖朧朧

国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
の

め
ざ
す
も
の

　
か
つ
て
、
本
橋
に
「
ト
ピ
ア
の
会
（
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構

想
を
推
進
す
る
会
）
と
歩
ん
だ
十
年
間
」
（
平
成
十
六
年
三
月
号
）

と
題
し
て
執
筆
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
ト
ピ
ア
の
会
」
は
、

本
数
と
も
ご
縁
の
深
い
国
連
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂

代
表
の
呼
び
掛
け
に
、
岡
山
県
内
の
民
間
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

「
第
三
回
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
八
年
十
一
月
）

言
を
行
え
る
総
合
協

議
資
格
を
平
成
十
八

年
に
取
得
し
て
、
ま

す
ま
す
世
界
に
そ
の

存
在
感
を
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
岡
山

県
は
「
国
際
貢
献
活

動
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
（
平
成
十
六

年
四
月
施
行
）
を
制

定
し
て
、
国
際
貢
献

を
県
政
の
柱
の
一
つ

に
掲
げ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
環
境
保
全
と

教
育
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育

（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
」
の
企
画
が
「
ト
ピ
ア
の
会
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
継
続
し
て
推
進
さ
れ
た
結
果
、
今
や
岡
山
市
が
「
岡
山
Ｅ
Ｓ
Ｄ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
多
く
が
賛
同
し
て
平
成
六
年
に
発
足
し
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
連
合
体
で
し
た
。
会
の
発
足
当
初
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い

た
私
は
、
宗
教
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
第
三
回
お
か
や
ま
国
際
貢

献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
（
平
成
八
年
十
一
月
開
催
）
を
機
に
、
会

の
実
質
的
な
運
営
責
任
者
で
あ
る
事
務
局
長
に
就
い
て
、
平
成
十

一
年
か
ら
平
成
十
六
年
の
解
散
時
ま
で
は
、
菅
波
氏
と
共
に
副
会

長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
民
間
に
よ
る
国
際
貢
献
活
動
の
発
信
地
・
岡
山
」
を
め
ざ
し

た
理
念
は
、
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
理
想
郷
）
」
か
ら
命
名
さ
れ
た
会
の

名
称
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
い
さ
さ
か
理
想
が
先
行
し
が

ち
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
医
療
・
教
育
・
宗
教
・
環
境
・
福
祉
を

テ
ー
マ
に
し
た
国
際
会
議
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
」
を
毎
年
開
催
し
て
、
確
か
な
実
績
を
重
ね
ま
し
た
。

　
個
人
的
に
は
、
ぶ
日
年
こ
と
呼
ば
れ
る
年
齢
の
頃
に
国
際
的
な

行
事
に
企
画
か
ら
実
行
ま
で
主
催
者
と
し
て
携
わ
り
、
国
や
県
や

市
の
行
政
担
当
者
や
各
分
野
の
研
究
者
・
専
門
家
、
ま
た
内
外
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
ま
こ
と
に
有
り
難
い
経
験

を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ト
ピ
ア
の
会
」
が
活
動
を
終
え
て
八
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
の
間
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
際
連
合
の
経
済
社
会
理
事
会
で
政
策
提

　
実
は
、
神
遊
山
に
事
務
局
を
置
い
て
実
質
的
な
取
り
運
び
を
私

が
行
っ
て
い
る
「
Ｒ
Ｎ
Ｎ
（
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
」
は
、
［
『
ト
ピ
ア
の
会
』
と
い
う
一
般
市
民
活
動
か
ら
誕
生

し
た
諸
宗
教
に
よ
る
連
合
体
と
い
う
点
で
、
他
に
類
を
見
な
い
存

在
」
（
菅
波
氏
談
）
と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、
「
国
際
貢
献
ト
ピ

ア
岡
山
構
想
」
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
度
、
公
か
ら
の
助
成
金
や
企
業
か
ら
の
寄
付
、
そ
し
て

多
く
の
人
々
の
支
え
に
よ
り
活
動
で
き
た
「
ト
ピ
ア
の
会
」
の
十

年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
発
展
的
解
散
を
し
た
後
の
八

年
間
の
展
開
を
顧
み
る
、
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
の
め
ざ

す
も
の
」
と
題
し
た
書
籍
の
出
版
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
私
が
編

集
責
任
者
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
活
動
記
録

や
写
真
他
の
資
料
を
用
い
て
、
各
分
野
で
関
わ
っ
て
き
た
方
々
に

各
章
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
共
同
執
筆
で
す
が
、
全
体
を
取
り
ま

と
め
る
と
な
る
と
結
構
な
作
業
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
教
団

的
に
も
立
教
二
百
年
に
向
け
た
大
切
な
時
期
で
す
が
、
宗
教
教
団

の
副
教
主
で
あ
る
私
が
、
こ
う
し
た
公
的
な
役
を
任
さ
れ
る
の
は
、

本
数
へ
の
信
頼
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
な
の
で
、
し
っ
か
り
務
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
ち
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と

-－８９－



連
携
し
な
が
ら
諸
宗
教
が
協
力
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｒ
Ｎ

Ｎ
の
「
祈
り
に
基
づ
く
行
動
と
、
行
動
を
伴
う
祈
り
」
の
一
端
を
、

ズ
示
教
ば
な
れ

〃
の
連
む
現
代
の
多
く
の
人
々
に
、
特
に
お
道
づ

れ
各
位
の
後
継
者
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し
て

い
ま
す
。

　
　
ｊ
タ
祗
伍
１
砥
零
宍
ダ
ズ
β
低
乙
ｙ
ぶ
珊
が
戸
片
片
狙
簒
１
ぶ
噸
。
侭
ダ
ー
話
蜃
ｒ
り
Ｊ
琉
影
ぎ
勺
β
゛
派
恰
１
遵
笥
ｙ
ダ
ガ
瓦
を
ｙ
浪
喩
宍
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
庁
長
　
黒
住
宗
道

　
今
月
十
五
日
（
日
）
の
教
祖
大
祭
に
併
せ
て
「
立
教
二
百
年
奉

祝
推
進
・
祈
り
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
教
主
様
が
ご
参
拝
下
さ

い
ま
す
。
首
都
圏
在
住
の
お
道
づ
れ
の
皆
様
に
は
、
ど
う
ぞ
一
人

で
も
多
く
ご
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
教
主
様
の
御
鋭
敏
は
、
祭
典
終
了
後
の
午
後
零
時
三
十
分

の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
恒
例
の
「
養
心
塾
東
京
講
座
『
道
の
端
緒
（
は
じ
め
）
』
」

を
、
今
年
も
開
講
し
ま
す
。
「
端
」
の
講
と
「
緒
」
の
講
の
二
講

座
を
通
し
て
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
開
運
の
人
生
を
歩
む
た
め
の

道
の
基
本
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
主
に
。
初

信
‘
の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
東
京
大
教
会
所
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
供
た
ち
に
リ
コ
ー
ダ
ー
を
／

　
《
お
送
り
・
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
1
2
　
桐
山
市
北
区
尾
上
神
道
山

　
Ｊ
。
　
黒
住
教
青
年
連
盟
本
部
「
リ
コ
ー
ダ
ー
を
お
く
る
会
」

　
7
0
1
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
八
六
）
　
二
八
四
－
二
Ｉ
二
四
（
直
通
）

　
〒
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（
○
八
六
）
　
二
八
四
－
四
七
五
六

※
洗
浄
、
消
毒
等
の
た
め
、
リ
コ
ー
ダ
ー
一
本
に
つ
き
五
百
円

　
を
添
え
て
お
送
り
下
さ
い
。

　
ま
た
、
引
き
続
い
て
賛
助
会
員
（
こ
の
運
動
に
ご
賛
同
の
方
）

　
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
団
体
会
員
：
∴
ロ
ー
万
円
以
上
、
個
人
会
員
：
∴
口
千
円
以
上

〔
二
月
〕

十
一
日

十
二
日

（
土
・
祝
）
敦
会
所
神
務

（
日
）
開
運
感
謝
祭
並
び
に
交
通
安
全
祈
願
祭

　
　
　
終
わ
っ
て
節
分
行
事
（
午
後
一
時
よ
り
）

二
十
一
日
（
火
）
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
非
武
装
・
和
解
委
員
会

二
十
二
日
（
水
）
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
法
人
移
行
の
た
め
の
準
備
委
員
会

黒
住
教
東
京
大
教
会
所

〒154-0001

世
田
谷
区
池
尻
ニ
ー
ニ
ー
ー
一
八

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
三
）
　
三
七
九
五
－
四
一
四
二

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
三
）
三
七
九
五
－
四
二
〇
九
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